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厳しい変革で明日の農業を

チッソ旭肥料株式会社

代表取締役副社長竹 田 博

新年明けましておめでとうご、ざ、います。

平成20年の年頭に当たり， I農業と科学」をご

愛読頂いております皆様に一言ご挨拶を申し上げ

ます。

昨年は当社にとって非常に大きな変化のあった

年であります。従来のチッソ旭肥料(株)は親会社

であるチッソ(株)と旭化成ケミカルズ(株)が生産

した肥料を販売する会社でありました。平成19年

1月 1日より両親会社の持つ肥料事業を分割し，

チッソ旭肥料(株)に吸収し 製造・販売・研究を

一体化した会社として 新しく出発することにな

りました。世の中のニーズの変化にいち早く対応

できる体制で，お客様のご要望に応じていく決意

であります。今後とも従来にまして宜しくお願い

申し上げます。

日本を含めて世界の経済は 原油の異常な高騰

にもかかわらず 好調な状態でありました。その

中で肥料用の原料資材(アンモニア， リン鉱石，

カリ等)が，原油の異常な高騰と同様な従来にな

い大幅な値上げになりました。世界的な天然資源

の独占化傾向はますます強くなり，今後原料資材

の価格が下がることを期待することは出来ないか

と思われます。

そうした中で国内の農業は 寒暖の変化が例年

に比して異なっており かなりの季節ずれを感じ

ましたが，農業生産全体としては概ね順調であっ

たと思われます。しかしながら 農業経済として

は生産資材の上昇 販売価格の据え置き状態で決

して良い環境ではありません。

世界的に農業を見てみると 世界的な食料の増

産，化石燃料からバイオエネルギーへの代替化傾

向等々，拡大生産への非常に大きな変化が起こり

つつあります。国内の農業もその大きな流れの中

で，食料自給率の向上，バイオエネルギー用の作

物増産増収の動きが大きくなってくるものと思わ

れます。この流れの中で 肥料に対し従来以上に

重要な機能-吸収効率の高い，流亡の少ない，環

境に優しい等ーが求められるものと思われます。

当社の溶出を精微にコントロールしたコーテ

イング肥料 ILPコート⑮JIロング⑮」は上述の

重要な機能を有しております。このコーティング

肥料の機能に磨きをかけて行きたいと考えていま

す。

当社は， この他にも肥効調節型緩効性窒素肥料

「ハイパーCDU⑮J，緩効性窒素肥料 ICDU⑮J，打

ち込み型根圏肥料「グリーンパイル⑮J，硝酸系高

度化成肥料「燐硝安加里町 高性能育苗培土「与

作⑧」等々，機能性を重視した肥料・農業資材を

ご用意させて頂いております。

今後とも全社一丸となって皆様のご期待に沿う

よう努力をしてまいります。宜しくご指導ご鞭縫

をお願いいたします。本誌「農業と科学」も合わ

せて充実をさせてまいりますので，皆様方の一層

のご協力を併せてお願い申し上げます。
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パン用小麦キタノカオリの葉色診断と施肥法

日本の小麦はめん用品種が育成の主体で、あった

が，近年各地でパン用品種が育成されるようにな

った。キタノカオリ1)は2003年に北海道の奨励

品種となったパン用品種である。パン用小麦のタ

ンパク質含有率はめん用小麦より高いおよそ12%

以上が要求される。高タンパク質子実を得るため

には窒素施用量を増す必要があり，特に穂揃期追

肥の効果が高い2)。しかし，窒素施用量を増すと，

小麦が吸収しきれない窒素が土壌に残存するおそ

れが出てくる。そこで タンパク質含有率を必要

なレベルまで高め なおかつ施用した窒素を土壌

に残さないための葉色診断技術3)を作成したので，

紹介する。

止葉期までの窒素施用量

北海道道央地帯の秋まき小麦は 9月中下旬に播

北海道農業研究センター根圏域研究チーム

チーム長建部雅子

種し，根雪の消える 4月始めが起生期である。キ

タノカオリでは 5月始めに幼穂形成期， 5月末に

止葉期となり，その10日後くらいが穂揃期で， 7 

月末に収穫期となった。播種期には 4kg/10aの

窒素を基肥で施用し 起生期以降の追肥窒素施用

量を変えて2000年播種から2003年播種まで4年

間行った試験結果を表 1に示す。試験を行った北

海道農業研究センター圃場(北農研岡場)は淡色

黒ボク土壌で，熱水抽出窒素が4.1"-'5.4mg/100g 

であり，現地の北村圃場は泥炭土で，熱水抽出窒

素が6.0"-'8.3mg/100gと現地圃場の窒素肥沃度

が高かった。

表 lより，止葉期までに窒素22kg/10a(基肥，

起生期，幼穂形成期，止葉期に各4，6， 6， 6kg/10a) 

と多量の窒素を施用すると高収量は得られたが，

表 1.収量，タンパク質含有率および穂揃期の窒素吸収量/窒素施用量と茎数
(止葉期までに追肥を終了した処理)

窒素 播種 収量 kg/10a タンパク質含有率 N吸収量/N施用量 茎数本/m2

施用量 処理* 年次** % (穂揃期) (穂揃期)
kg/10a 北農研北村 北農研北村 北農研北村 北農研北村

16 4-6-6 2000年 740 11.4 0.76 472 
2001年 783 9.2 0.82 610 

4-6-0-6 2001年 819 10.1 0.77 461 
2002年ロ 710 932 10.7 11.8 0.89 0.93 559 506 
2002年ド 935 11.5 1.03 626 
2003年 700 789 10.6 12.9 0.60 0.84 555 609 

4-6-3-3 2000年 740 11.2 0.82 556 
2003年 739 799 10.2 12.1 0.78 0.91 563 607 

22 4-6-6-6 2000年 736 13.1 0.71 574 
2001年 932 11.3 0.75 588 
2002年ロ 885 968 11.8 12.1 0.70 0.93 552 588 
2002年ド 970 12.3 0.99 613 
2003年 826 833 11.9 13.3 0.71 0.73 688 636 

*)窒素処理は基肥-起生期-幼穂形成期-止葉期の各施用量 kg /10a 
**) 2002年北村は播種機2種類の処理がある(ロ:部分耕型ロータリシー夕、 ド:ドリルシーダ)
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図 1.穂揃期における葉色と窒素吸収量との関係
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図 3. 穂揃期の葉色とタンパク質含有率の関係(回帰式は2001年を除く)
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葉色診断の適用条件

もし，穂揃期までの窒素吸収量が少ない場合は，

さらに追肥をすると窒素が土壌に残るおそれがあ

る。したがって 穂揃期の追肥はそれまでの窒素

吸収が順調な場合に限って行って良いと考える。

小麦にとって好適な気象条件で 一定以上の収量

が得られた本試験の範囲では 穂揃期までの吸収
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図 2. 穂揃期の葉色と収量の関係
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必ずしも12%以上のタンパク質含有率は得られな

かった。そこで，止葉期まで、は16kg/10a程度の

施用とし，あとは穂、揃期追肥に回す必要がある。

16kg/10a (基肥，起生期，幼穂形成期，止葉期に

各4，6， 0， 6kg/10aなど)の窒素施用では北農研

圃場では12%以上のタンパク質含有率は得られ

ず，一方，窒素肥沃度の高い北村圃場では12%以

上のタンパク質含有率が得られる場合もあった。

そこで，穂揃期には一律の追肥は行わず，小麦の

窒素栄養状態を葉色で診断し，追肥の判断をする

のが望ましい。

葉色とタンパク質含有率と

の関係

止葉期まで追肥を行い，

その後，穂揃期の葉色を葉

緑素計SPAD502で測定し

た。すると，図 1に示すよう

に，穂揃期の葉色と窒素吸

収量との聞には密接な関係

があり，穂揃期の葉色はそ

の時点までに吸収した窒素

量をよく反映した。そして，

穂揃期の葉色値が高いほど

収量は増加した(図 2)。タ

ンパク質含有率もまた，図

3に示すように穂揃期の葉

色値が高いほど上昇した。

2001年播種は好気象条件

により特に高収量が得られ

たため，タンパク質含有率

が高まりにくい年であった。

その年を除くと，穂、揃期の

葉色が52以上であるなら

ば，収穫期にタンパク質含

有率は12%を超えた。また，

図4に示すように，さらに穂揃期に追肥すること

によってタンパク質含有率は上昇した。上昇程度

は穂揃期の葉色が低いほど大きく，また，追肥量

が 3kg/10aより 6kg/10aで大きかった。そして，

葉色値が50未満では 6kg/10aの追肥で，また，

葉色値50'"'-'52では 3kg/10aの追肥でタンパク質

含有率は12%を超えた。
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図4. 葉色別に示した穂揃期追肥にともなう

タンパク質含有率の上昇
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穂揃期の葉色 (SPAD502値)

窒素は施用窒素量の 6割以上であった(表 1)。

そこで，穂揃期に施用窒素量の少なくとも 6割の

窒素を吸収していることが その後の順調な窒素

吸収に必要な条件と考えた。穂揃期までの窒素施

用量が16kg/10aの場合その6割は9.6kg/10aで

あり，穂揃期の窒素吸収量と葉色の関係(図 1) 

から，葉色値は45と見積もられた。さらに，本試

験の範囲の穂揃期茎数(表 1)が確保されている

場合に，穂揃期追肥を行っても良いと考える。

葉色診断基準値と施肥対応

以上をまとめて 診断基準値を作成した。すな

わち，穂揃期に展開第 2葉の葉色を測定し，葉色

値が52以上の時はそれ以上の追肥は行わない。葉

図5. キタノカオリの葉色による栄養診断

穂揃期の葉色(注)

45以下

品
本診断を適用しない

45"-'50 

忍
50"-'52 

易
6kg/10a追肥 3kg/10a追肥

色値が50"-'52の時は 3kg/10a 葉色値が50未満

の時は 6kg/10aの穂、揃期追肥を行う。本診断を

適用する範囲として 穂揃期の茎数が460"-'690

本/m2 (収穫期穂数440"-'640本/m2) の範囲で，

さらに穂揃期の葉色45以上の場合とする(図 5)。

キタノカオリにおいて子実タンパク質含有率12%

以上を確保するためには 幼穂形成期の追肥量を

控えながら止葉期までの窒素施用量を16kg/10a

程度とし，穂揃期に本診断を適用して追肥の必要

性や量を決めることが望ましい。

この葉色診断は北海道道央地帯の水回転換畑に

適用することとしている。なお， これまで，穂揃

期以降の窒素追肥は葉面散布が効果的であること

が知られており，追肥の方法としては硫安散布，

尿素葉面散布のいずれでも良い。しかし，穂揃期

以降なるべく早い時期に施用を終える必要がある。

穂揃期の 3kg/10aの追肥は 2日 6 kg/10aの追

肥は4"-'5日程度，収穫日を遅らせる。また，穂、

揃期の診断を確実なものにするため，止葉期追肥

の時期が遅れないようにすること，病害虫発生圃

場あるいは多発生が予想される圃場では穂揃期の

追肥は行わないなどの注意が必要である。

参考文献

1 )桑原達雄:北海道・パン用秋まきコムギ‘キ

タノカオリ'の作出，農業技術大系，作物編4，
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52以上
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追肥しない
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被覆尿素 (LP) を用いた

スイートコーンの全量基肥栽培

1 . はじめに

沖縄県におけるスイートコーンの産地は，本島

南部の島尻マージ地域に集中している。この土壌

は，透水性が良好で降雨による施肥窒素の流亡が

多い。また，基肥に利用されている化学肥料のほ

とんどが速効性で水溶性であるため降雨により流

亡しやすく，作物の必要とする時期には養分が不

足しがちになり 追肥による施肥管理が必要にな

る。そこで肥料の溶出をコントロールできる肥効

調節型肥料(被覆尿素肥料)を用いて，追肥労力

の省力化，減肥による環境負荷低減化を目的に現

地試験を実施した。

2. 肥効調節型肥料(被覆尿素肥料)のタイプの

検討及び窒素溶出率調査(埋設試験)

使用する被覆尿素のタイプは スイートコーン

図 1. LP70窒素溶出率
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表， .試験区の構成

処理区
施肥量 (kg/10a)

N P205 K20 

被覆尿素区 24 13 14 
農家慣行区 30 17 23 

被覆尿素区 14 7 8 
農家慣行区 17 9 13 

被覆尿素区 18 9 10 
農家慣行区 25 10 14 

基肥 追肥
N N 

24 。 2002年度秋作
12 18 

14 。 2002年度冬作
17 。
18 。 2003年度冬作
18 7 

これらの溶出率調査結果と現地の栽培体系や栽

培期間から，現地試験に使用する被覆尿素のタイ

プは70日リニア型とした。

3. 試験方法

2002年度は 2作連続栽培で 秋作は圃場を整

地後堆肥と肥料を条施し畦幅140cmで畦立て，ビ

ニールマルチ，株間30cm・条問45cmの2条植え

で10月に播種し 1月に収穫した。冬作は秋作収穫

後のビニールマルチの条問中央に孔を開け施肥

し，収穫跡の株孔のとなりに孔を開け 1月末に播

種し， 4月末に収穫した。 2003年度は 1作のみ

の栽培で2002年度秋作の耕種概要と同様に行い

ゴールデンウィーク時期の4月末に収穫した。両

年とも被覆尿素区は緩効率50% 施肥窒素量は農

家慣行区の 2割"'3割減とした(表 1)。

品種は2002年度の秋作 冬作とも「恵」を用

い， 2003年度冬作は「イエローセブン」を用いた。

4. 試験結果

スイートコーンの出穂期の草丈， 1株乾物重を

比較すると秋作 冬作ともに差はなかった。生育

初期，収穫期においても処理の違いによる生育差

はなかった。

スイートコーンの収量は 2002秋作では両処

理区ともに播種時期の気温が高く初期生育が促進

され，収穫までの栽培期間も短縮されたが，スイ

ートコーンの 1果重は軽く収量は低くなった。冬

作は播種時期が低温で初期生育が緩慢となり，収

穫までの期間が長くなり 1果重が重く収量は高

くなった。秋作，冬作とも処理による商品化収量，

商品本数に差はなかった(図 3)。

スイートコーンの規格別割合は， 2002秋作で

は両処理区ともL以下の小果が多く， 2L (340g) 

以上の大果割合は低くなった。処理による差はな

図3. スイー卜コーンの収量
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図4. スイートコーンの規格別割合

規格別収量割合
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かった。冬作においては，両処理区と

も2L以上の大果が多くなり，被覆尿素

区が農家慣行区に優った(図 4)。

スイートコーンの規格別単価を基に

収益性の評価を行った。スイートコー

ンの価格は， M規格の小果は安く， L， 

2Lと規格が大きくなると価格は上昇

した。単純に規格別収量から収入を計

算し，肥料価格を差し引くと規格別収

量割合に差がない2002年度秋作は収

益差はないが， 2002冬作， 2003冬作

においては単価の高い大果が多くなっ

たため，被覆尿素区は農家慣行区に比

較して10a当たり 30，000円以上の増収

となった(表 2)。

栽培後の土壌の化学性では，肥料の

残存を示すEC，水溶性硝酸態窒素濃

度は秋作跡地では処理の違いによる差

はなく，冬作においては農家慣行区で

水溶性硝酸態窒素濃度が高い傾向にあ

った(表 3)。

5. 考察とまとめ

スイートコーンの栽培では，栽培期

間が短い秋作に比べ播種から収穫まで

0% 20% 40% 60% 80% 
2003冬作

00% の期間が長い冬作においては，施肥管

表 2. スイー卜コーンの収益性の評価

2002秋作

収量 kg/10a 本/10a 円/10a
被覆尿素区 724 2224 ￥248，247 
農家慣行区 697 2154 ￥241，241 

2002冬作

収量 kg/10a 本/10a 円/10a

被覆尿素区 1058 2688 ￥360，467 
農家慣行区 968 2483 ￥321，606 

2003冬作

収量 kg/10a 本/10a 円/10a
被覆尿素区 1302 3259 ￥336，569 
農家慣行区 1244 3242 ￥301，102 

※収益は単価×収量一肥料代から算出

理が大果収量に影響することが示唆さ

れた。肥効調節型肥料は，施肥のタイ

ミングを逸することがなく窒素の供給

がスムーズに行われ，大果が多くなると考えられ

る。このことから スイートコーンの栽培期間が

長くなる 11月から 1月の播種時期の栽培におい

て肥効調節型肥料を利用すると増収効果が高まる

と考えられる。

また， 2002年秋作における窒素吸収量は，窒素

量を減肥したにもかかわらず被覆尿素区は農家慣

行区と同等であり 被覆尿素の施肥効率向上が示

唆された。2002冬作 2003冬作についても同様

の傾向を示した。さらに 栽培後土壌の肥料の残

存を示すEC，水溶性硝酸態窒素濃度が農家慣行

区より低く，減肥による環境負荷が軽減される。
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表 3. スイー卜コーン栽培土壌の化学性

作型 処理区
深さ pH EC 全窒素 硝酸態窒素
(cm) (H20) (mS/cm) (%) (mg/100g) 

2002年 秋作 前土
被覆尿素区 0"-'30 8.41 0.299 0.18 4.00 

圃場 農家慣行区 0"-' 30 8.31 0.310 0.17 3.38 
① 

被覆尿素区 0"-'15 8.32 0.176 0.19 3.35 
15"-'30 8.30 0.216 0.18 3.78 

後土
農家慣行区 0"-'15 8.40 0.173 0.19 2.96 

15"-'30 8.34 0.209 0.18 3.35 

冬作 前土
被覆尿素区 0"-'30 8.31 0.196 0.19 3.56 
農家慣行区 0"-' 30 8.37 0.191 0.18 3.16 

被覆尿素区 0"-'15 8.11 0.247 0.19 3.52 
15"-'30 8.15 0.254 0.17 2.76 

後土
農家慣行区 0"-'15 8.14 0.257 0.19 5.47 

15"-'30 8.15 0.244 0.18 2.73 

2003年朱作 前土
被覆尿素区 0"-'30 6.51 0.258 0.16 3.70 

圃場 農家慣行区 0"-' 30 5.58 0.264 0.17 4.55 
② 

被覆尿素区 0"-'15 6.02 0.266 0.18 5.33 
15"-'30 5.93 0.292 0.20 3.76 

後土
農家慣行区 0"-'15 5.63 0.356 0.16 6.29 

15"-'30 5.57 0.372 0.17 4.27 

注)前土は栽培前土壌後土は栽培後の土壌

今回の現地試験では糸満農協(現JA)からの要 の1回基肥栽培の適用性が確認されれば，更に省

望で秋作，冬作2作連続栽培では各々の作型に対 力化，減肥が図られ環境への影響も軽減されるも

して被覆尿素肥料を施肥したが 2作連続栽培で のと考えられる。


